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・　 将来実現させたい夢や
・　 目標を持つ生徒

・　 自分の言葉で意思を伝
・　 えることができる生徒

・　 周囲と目的を共有する
・　 ことができる生徒

・　 多様な人々との関わり
・　 を大切に考えることが
・　 できる生徒

・　 計画的に行動ができる
・　 生徒

・　 自分自身を成長させ続
・　 ける意志がある生徒

   

・　フィールドワークやプレゼン
　　テーションを通して対話の
　　必要性を学ぶ

・　学校行事や生徒会活動、部活
　　動を通して互いに協力しあう

小笠高校の役割　（スクールミッション） 

県内屈指の授業科目数を誇る総合学科高校として、生徒一人ひとりのニーズに対応した授業や充実した探究的な学
習、課題解決型学習を通して、地域社会の未来を支え貢献しようとする人材の育成を目指す。

知識を究めて

課題に応用する力

知①

・　専門性を深め、得意分野で
　　活躍することにより、専門
　　性を社会の課題に応用する
　　ことを目指す資質

・　「産業社会と人間」、「進路探究」、「地
　　域探究」、「課題研究」、「茶文化探究」
　　を通じて小笠高校だからできる学び
　　の形を推進する
・　アクティブな授業と適切な学習課題
　　を通して基礎学力の定着を図る
・　ICTの活用により、個に応じた最適
   な学びを目指す

挑戦を積み重ねる力

行②

・　専門性を深めた、他の育
　　てたい力5つを継続する
　　ことにより、自身の向上に
　　努めることができる資質

・　各系列の学習活動では、調
　　査、検証、考察を積み重ねる
　　ことで結論に導く体験機会
　　を増やす

文化や個性の違いを

受け入れる力

心②

・　多様な人々とのコミュニ
　　ケーションを通して、価値
　　観や考え方の違いを許容す
　　ることにより、他人に興味
　　をもち互いを尊重する資質

・   生徒一人ひとりのニーズに
　　対応した授業を行う

・  学校行事や生徒会活動、部活
    動を通して互いに認め合う

将来を設計していく力

行①

・　ライフデザイン、キャリア
　　デザインを自らの意思
　　で設計することにより、
　　将来の自己実現を目指す
　　ことができる資質

・　各系列で獲得することので
    きるスキルや能力を基に、
    適性を活かした個別面談、
　　説明会、進学補習等の進路
　　サポートを随時行う

自分とみんなの考えを

他者や社会に示す力

知②

・　自分の言葉で考え、発信す
　　ることにより、地域社会の
　　未来を支え、貢献しようと
　　する資質

・　菊川パートナーシップ協定や
　　ちいさな収穫祭等、地域と連
　　携する活動を通して課題解
　　決型学習の成果を発表する

・　各系列による教科横断的な
   探究活動を推進する

互いに高め合う力

心①

・　多様な分野に関する知識
    や技能を持つ「異分野を
　　学ぶ生徒同志」が協働す
　　る資質


